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抄 録 

県産スギを使用した「現し」仕様の床構造で，主に重量床衝撃音を対象として床衝撃音遮断性能を改善す

る方法を検討した．在来木造住宅と同程度の Lr-75 を目標 1，木造集合住宅で最低限必要な Lr-65 を目標 2 と

し，板材の積層による質量の増加や，根太を介して大断面化し床の曲げ剛性を高める方法など様々な対策を

講じて床を試作した．また，天井を追加した仕様についても併せてその効果を検証した．RC 壁式構造測定室

の 2 階床に設けられた開口部にそれらの床を施工し，床衝撃音レベルを測定した結果，現し仕様の床 37 体

のうち，23 体で目標 1 を達成し，2 体で目標 2 を達成した．また，天井有り仕様の床 26 体のうち，19 体で

目標 1，5 体で目標 2 を達成し，それぞれ必要な遮断性能を得るための仕様を見極めることができた． 
 

１ はじめに 
上下階で異なる世帯が居住する集合住宅に比べ，

一般的に戸建て住宅では床衝撃音の問題は生じにく

い．しかし，県産スギを多用した戸建て木造住宅で

は，梁や床板の木目模様の造形美を下階から直接見

せる目的で，しばしば天井板を廃した「現し」仕様

が採用される．そのため，床衝撃音遮断性能が著し

く損なわれ，対策が課題となっている． 

また，床衝撃音は軽量床衝撃音と重量床衝撃音に

分類されるが，前者は必要に応じて絨毯や畳など衝

撃緩衝性の高い材料を床上に設置することで比較的

容易に対策できるのに対し，後者は床構造の重量や

曲げ剛性に大きく依存するため，設計段階で予め対

策を講じておく必要がある． 

以上の背景から，本研究では県産スギを使用した

「現し」仕様の床構造で，主に重量床衝撃音を対象

として床衝撃音遮断性能を改善する方法を検討した． 
 

２ 方法 

２・１ 試験室について 

試作した床の床衝撃音遮断性能の評価に際しては，

徳島県立農林水産総合技術支援センターの RC 壁式

構造（1 階内寸：縦 3,620mm×横 2,700mm×高さ

3,000mm，容積：29.3m3）の音響測定室を使用した（図

1）．試験体は，この施設の 2 階床に設けられた開口

部（1,796mm×1,796mm）に施工した（図 2）． 
 

２・２ 測定方法について 

測定方法は，JIS A 1418-1:2000「建築物の床衝撃音

遮断性能の測定方法－第 1 部：標準軽量衝撃源によ 

 
図１ RC 壁式構造の音響測定室 

 

 
図２ 床に設けられた開口部に施工中の試験体 
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る方法」および JIS A 1418-2:2000「建築物の床衝撃

音遮断性能の測定方法－第 2 部：標準重量衝撃源に

よる方法」に概ね従った． 

衝撃源は，標準軽量衝撃源はタッピングマシン FI-

01（リオン（株）），そして標準重量衝撃源には衝撃

力特性(1)のBANG MACHINE-T型（サツキ機材（株））

を使用した．加振点は，床中央と梁の内側の各対角

線上を約 4 等分した 4 点の合計 5 点とし（図 3），マ

イクロホンは 1 階の受音室に分散させて 4 点配置し

た（図 4，図 5）． 

また，軽量床衝撃音の測定に際しては，受音室の

残響時間を測定し基準化床衝撃音レベルを求めた．

なお，1 階受音室には吸音体を設置し，各測定周波

数で残響時間が約 2 秒以内に収まるよう配慮した． 

測定機器はブリュエル・ケアー社の pulse システ

ムを使用した． 

 

２・３ 評価方法について 

評価方法は，JIS A 1419-2:2000「建築物及び建築部

材の遮音性能の評価方法－第 2 部：床衝撃音遮断性

能」の附属書 1 に従い，重量床衝撃源については

63Hz～500Hz，軽量床衝撃源については 125Hz～

2kHz の範囲で評価し等級を求めた．また，1dB 単位

で評価が可能な附属書 3 による方法も併せて実施し

た． 

 

２・４ 目標とした床衝撃音遮断性能について 

床衝撃音遮断性能の改善を図るにあたり，目標と

する性能の目安として，まず一般的な在来木造住宅

の性能である Lr-75 を目標 1 とし，さらに性能の高

い目標として日本建築学会が示す木造集合住宅の適

用等級の 3 級（Lr-65）を目標 2 とした１）． 
ここで，前述の測定方法や評価方法は，個々の建

築物を対象とした現場測定のための規格であり，試

験室を使った測定や評価を対象としていない．しか

し，3･2 で後述するが，性能が既知の床 2 種類につ

いて事前に当該音響測定室で測定したところ，ほぼ

同じ等級が得られた．よって，本研究で使用した音

響測定室による等級評価は，同仕様の床が住宅に施

工された際に同じ性能を保障するものではないが，

ほぼ同等の性能が得られるものと判断した． 

 
２・５ 床衝撃音の対策方法について 

床衝撃音遮断性能の改善を検討するにあたり，

様々な対策を講じて床を試作し，床衝撃音レベルを

測定し評価した．主な対策項目と検証項目は以下の

とおり． 

① 板材の追加による質量の増加 
② 板材の追加位置による改善量の違い（根太の上

か根太の下か） 
③ 床表面に用いる本実スギ板の材厚増加 

④ 床構造の二層化 
⑤ 根太の高さの増加 

⑥ 根太のピッチを狭くする 
⑦ 根太間への吸音材の挿入 

⑧ 天井板の追加 
⑨ 吊り木受けの設置 

⑩ 天井裏への吸音材の挿入 

図３  2F 平面図と加振位置     図４  1F 平面図とマイク位置       図５  音響測定室断面図 

⑪ 床表面への絨毯の設置 
重量床衝撃音の対策としては，床の質量増加や大

断面化による曲げ剛性の増加が一般的な対策として

知られているが，以上の項目のうち，①・②・③が

床の質量の増加，そして④・⑤・⑥が大断面化に関

連した対策項目である．また，現し仕様以外に⑧・

⑨・⑩のように，天井板を追加した場合の効果も併

せて検証した．⑪は比較的容易に軽量床衝撃音の対

策が可能であることを確認するために実施した． 

 

根太上の板材（梁上の板材）
根太

（吸音材）
根太下の板材

吊木受け
（吸音材）

天井板

1 積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ12+合板12 45×105 @303 － × PB12.5
根太式在来工法
（L75～80相当）

2 弾性ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ15+ALC36+合板15 45×105 @303 －
〇

GW24K50
PB12.5×2

日本住宅金融機構仕様
ALCタイプ（L65相当）

3 弾性ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ15+合板9+強化PB15×2+合板15 45×105 @303 －
〇

GW24K50
PB12.5×2

日本住宅金融機構仕様
PBタイプ（L65相当）

4 ｽｷﾞ板30 － － － －
5 構造用MDF9+ｽｷﾞ板30 － － － － 床倍率5.7（N75使用時）
6 合板12+ｽｷﾞ板30 － － － － 床倍率4.8（N75使用時）
7 Jﾊﾟﾈﾙ36（山城三層ﾎﾞｰﾄﾞ） － － － － 床倍率5.6（N75使用時）
8 合板24 － － － －
9 ｽｷﾞ板30+合板24+強化PB15×2+合板12+ｽｷﾞ板30 － － － － No.6に強化PB2枚追加で重量増加
10 ｽｷﾞ板15+合板24+強化PB15×2+合板12+ｽｷﾞ板30 － － － － No.9の表面をｽｷﾞ板15に変更
11 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － － － No.10の強化PBを1枚削減
12 ｽｷﾞ板15 45×45 @303 合板12+ｽｷﾞ板30 － － 床下配線のために根太を追加
13 ｽｷﾞ板30 45×45 @303 合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.12の表面をｽｷﾞ板30に変更

14 ｽｷﾞ板15
45×45 @303

GW24K50
合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.12にGWを追加

15 ｽｷﾞ板30
45×45 @303

GW24K50
合板12+ｽｷﾞ板30 － －

No.13にGWを追加
No.14の表面をｽｷﾞ板30に変更

16 ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板15 45×45 @303 合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.13に強化PB2枚を追加
17 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板15 45×45 @303 合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.16の表面をｽｷﾞ板15に変更
18 ｽｷﾞ板15 45×45 @303 合板12+強化PB15×2+合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.17の強化PBを根太下に配置
19 ｽｷﾞ板30 45×45 @303 合板12+強化PB15×2+合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.18の表面をｽｷﾞ板30に変更
20 絨毯10+ｽｷﾞ板30 45×45 @303 合板12+強化PB15×2+合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.19の表面に絨毯10を追加
21 ｽｷﾞ板30+合板24 70×160 @455 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.13の根太を変更して大断面化
22 ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板24 70×160 @455 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.21に強化PB2枚を追加
23 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板24 70×160 @455 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.22の表面をｽｷﾞ板15に変更
24 ｽｷﾞ板30+合板24 45×105 @303 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.21の根太を45×105に変更
25 ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板24 45×105 @303 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.24に強化PB2枚を追加
26 ｽｷﾞ板30+合板24 45×105 @455 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.24の根太ピッチを455に変更
27 ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板24 45×105 @455 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.26に強化PB2枚を追加

28 ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板24
45×105 @455

GW24K50
合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.27にGWを追加

29 ｽｷﾞ板30+合板12+PB12.5×2+強化PB15×2+合板24
45×105 @455

GW24K50
合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.28にさらにPB12.5を2枚追加

30 ｽｷﾞ板15+合板28 70×160 @910 合板28+ｽｷﾞ板30 － － 梁直上を合板28+ｽｷﾞ板30の構成に
31 ｽｷﾞ板15+合板28 70×160 @455 合板28+ｽｷﾞ板30 － － No.30の根太ピッチを455に変更
32 ｽｷﾞ板15+合板28 70×160 @455 合板28+PB12.5×2+ｽｷﾞ板30 － － No.31の根太下にPB2枚追加
33 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28 70×160 @455 合板28+PB12.5×2+ｽｷﾞ板30 － － No.32にさらに強化PB2枚追加
34 ｽｷﾞ板15+合板12+制振ﾏｯﾄ12+強化PB15×2+合板28 70×160 @455 合板28+PB12.5×2+ｽｷﾞ板30 － － No.33に制振ﾏｯﾄ12を追加
35 絨毯10+ｽｷﾞ板15+合板12+制振ﾏｯﾄ12+強化PB15×2+合板28 70×160 @455 合板28+PB12.5×2+ｽｷﾞ板30 － － No.34の表面に絨毯10を追加

36 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28
70×160 @455

GW24K50
合板28+PB12.5×2+ｽｷﾞ板30 － － No.33にGWを追加

37 ｽｷﾞ板15+合板28 45×105 @455 合板28+ｽｷﾞ板30 － － No.31の根太を45×105に変更
38 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28 45×105 @455 合板28+ｽｷﾞ板30 － － No.37に強化PBを2枚追加
39 絨毯10+ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28 45×105 @455 合板28+ｽｷﾞ板30 － － No.38の表面に絨毯10を追加
40 ｽｷﾞ板30+合板24 － － 〇 PB12.5×2+ｽｷﾞ板12 吊木受けと天井板の構成
41 ｽｷﾞ板30+合板24 － － 〇 PB12.5×2 No.40の天井からｽｷﾞ板を削減
42 ｽｷﾞ板30+合板24 － － 〇 PB12.5 No.41の天井からPB12.5を削減
43 ｽｷﾞ板30+合板24 － － 〇 PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.42の天井にｽｷﾞ板12を追加
44 ｽｷﾞ板30+合板24 － － 〇 ｽｷﾞ板12 No.43の天井からPB12.5を削減
45 ｽｷﾞ板30+合板24 － － 〇 － No.44から天井板を全て撤去
46 ｽｷﾞ板15+合板24 － － 〇 ｽｷﾞ板12 No.44の表面をｽｷﾞ板15に変更
47 ｽｷﾞ板15+合板28 － － 〇 ｽｷﾞ板12 No.46の下地を合板28に変更

48 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板24 － －
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12

天井裏にGW付きで梁上に
強化PB2枚を追加

49 絨毯10+ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板24 － －
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.48の表面に絨毯10を追加

50 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15+合板24 － －
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.48から強化PB1枚を削減

51 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板24 － － 〇 PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.48からGWを削減

52 ｽｷﾞ板15+合板28+強化PB15×2+合板28 － －
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.48の合板を28mmに変更

53 ｽｷﾞ板30+合板28+強化PB15×2+合板28 － －
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.52の表面をｽｷﾞ板30に変更

54 絨毯10+ｽｷﾞ板30+合板28+強化PB15×2+合板28 － －
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.53の表面に絨毯10を追加

55 ｽｷﾞ板30+合板28 45×45 @303 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 天井裏にGW付きで梁上を2層化

56 ｽｷﾞ板15+合板28 45×45 @303 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.55の表面をｽｷﾞ板15に変更

57 ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板28 45×45 @303 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.55に強化PB2枚追加

58 絨毯10+ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板28 45×45 @303 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.57の表面に絨毯10を追加

59 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28 45×45 @303 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.57の表面をｽｷﾞ板15に変更

60 ｽｷﾞ板15+合板28 45×105 @455 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.56の根太を45×105に変更

61 ｽｷﾞ板30+合板28 45×105 @455 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.60の表面をｽｷﾞ板30に変更

62 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28 45×105 @455 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.60に強化PB2枚追加

63 絨毯10+ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28 45×105 @455 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.62の表面に絨毯10を追加

64 ｽｷﾞ板30+合板28 45×105 @455 合板28
×

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.61の吊木を梁に取り付け

65 ｽｷﾞ板30+合板24 － － × PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.43の吊木を梁に取り付け

66 ｽｷﾞ板30+合板24 － －
×

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.65の天井裏にGW追加

梁上の構成 天井

備考
試験体

No.

表１  試作した床の仕様リスト 
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る方法」および JIS A 1418-2:2000「建築物の床衝撃

音遮断性能の測定方法－第 2 部：標準重量衝撃源に

よる方法」に概ね従った． 

衝撃源は，標準軽量衝撃源はタッピングマシン FI-

01（リオン（株）），そして標準重量衝撃源には衝撃

力特性(1)のBANG MACHINE-T型（サツキ機材（株））

を使用した．加振点は，床中央と梁の内側の各対角

線上を約 4 等分した 4 点の合計 5 点とし（図 3），マ

イクロホンは 1 階の受音室に分散させて 4 点配置し

た（図 4，図 5）． 

また，軽量床衝撃音の測定に際しては，受音室の

残響時間を測定し基準化床衝撃音レベルを求めた．

なお，1 階受音室には吸音体を設置し，各測定周波

数で残響時間が約 2 秒以内に収まるよう配慮した． 

測定機器はブリュエル・ケアー社の pulse システ

ムを使用した． 

 

２・３ 評価方法について 

評価方法は，JIS A 1419-2:2000「建築物及び建築部

材の遮音性能の評価方法－第 2 部：床衝撃音遮断性

能」の附属書 1 に従い，重量床衝撃源については

63Hz～500Hz，軽量床衝撃源については 125Hz～

2kHz の範囲で評価し等級を求めた．また，1dB 単位

で評価が可能な附属書 3 による方法も併せて実施し

た． 

 

２・４ 目標とした床衝撃音遮断性能について 

床衝撃音遮断性能の改善を図るにあたり，目標と

する性能の目安として，まず一般的な在来木造住宅

の性能である Lr-75 を目標 1 とし，さらに性能の高

い目標として日本建築学会が示す木造集合住宅の適

用等級の 3 級（Lr-65）を目標 2 とした１）． 
ここで，前述の測定方法や評価方法は，個々の建

築物を対象とした現場測定のための規格であり，試

験室を使った測定や評価を対象としていない．しか

し，3･2 で後述するが，性能が既知の床 2 種類につ

いて事前に当該音響測定室で測定したところ，ほぼ

同じ等級が得られた．よって，本研究で使用した音

響測定室による等級評価は，同仕様の床が住宅に施

工された際に同じ性能を保障するものではないが，

ほぼ同等の性能が得られるものと判断した． 

 
２・５ 床衝撃音の対策方法について 

床衝撃音遮断性能の改善を検討するにあたり，

様々な対策を講じて床を試作し，床衝撃音レベルを

測定し評価した．主な対策項目と検証項目は以下の

とおり． 

① 板材の追加による質量の増加 
② 板材の追加位置による改善量の違い（根太の上

か根太の下か） 
③ 床表面に用いる本実スギ板の材厚増加 

④ 床構造の二層化 
⑤ 根太の高さの増加 

⑥ 根太のピッチを狭くする 
⑦ 根太間への吸音材の挿入 

⑧ 天井板の追加 
⑨ 吊り木受けの設置 

⑩ 天井裏への吸音材の挿入 

図３  2F 平面図と加振位置     図４  1F 平面図とマイク位置       図５  音響測定室断面図 

⑪ 床表面への絨毯の設置 
重量床衝撃音の対策としては，床の質量増加や大

断面化による曲げ剛性の増加が一般的な対策として

知られているが，以上の項目のうち，①・②・③が

床の質量の増加，そして④・⑤・⑥が大断面化に関

連した対策項目である．また，現し仕様以外に⑧・

⑨・⑩のように，天井板を追加した場合の効果も併

せて検証した．⑪は比較的容易に軽量床衝撃音の対

策が可能であることを確認するために実施した． 

 

根太上の板材（梁上の板材）
根太

（吸音材）
根太下の板材

吊木受け
（吸音材）

天井板

1 積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ12+合板12 45×105 @303 － × PB12.5
根太式在来工法
（L75～80相当）

2 弾性ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ15+ALC36+合板15 45×105 @303 －
〇

GW24K50
PB12.5×2

日本住宅金融機構仕様
ALCタイプ（L65相当）

3 弾性ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ15+合板9+強化PB15×2+合板15 45×105 @303 －
〇

GW24K50
PB12.5×2

日本住宅金融機構仕様
PBタイプ（L65相当）

4 ｽｷﾞ板30 － － － －
5 構造用MDF9+ｽｷﾞ板30 － － － － 床倍率5.7（N75使用時）
6 合板12+ｽｷﾞ板30 － － － － 床倍率4.8（N75使用時）
7 Jﾊﾟﾈﾙ36（山城三層ﾎﾞｰﾄﾞ） － － － － 床倍率5.6（N75使用時）
8 合板24 － － － －
9 ｽｷﾞ板30+合板24+強化PB15×2+合板12+ｽｷﾞ板30 － － － － No.6に強化PB2枚追加で重量増加
10 ｽｷﾞ板15+合板24+強化PB15×2+合板12+ｽｷﾞ板30 － － － － No.9の表面をｽｷﾞ板15に変更
11 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － － － No.10の強化PBを1枚削減
12 ｽｷﾞ板15 45×45 @303 合板12+ｽｷﾞ板30 － － 床下配線のために根太を追加
13 ｽｷﾞ板30 45×45 @303 合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.12の表面をｽｷﾞ板30に変更

14 ｽｷﾞ板15
45×45 @303

GW24K50
合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.12にGWを追加

15 ｽｷﾞ板30
45×45 @303

GW24K50
合板12+ｽｷﾞ板30 － －

No.13にGWを追加
No.14の表面をｽｷﾞ板30に変更

16 ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板15 45×45 @303 合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.13に強化PB2枚を追加
17 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板15 45×45 @303 合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.16の表面をｽｷﾞ板15に変更
18 ｽｷﾞ板15 45×45 @303 合板12+強化PB15×2+合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.17の強化PBを根太下に配置
19 ｽｷﾞ板30 45×45 @303 合板12+強化PB15×2+合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.18の表面をｽｷﾞ板30に変更
20 絨毯10+ｽｷﾞ板30 45×45 @303 合板12+強化PB15×2+合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.19の表面に絨毯10を追加
21 ｽｷﾞ板30+合板24 70×160 @455 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.13の根太を変更して大断面化
22 ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板24 70×160 @455 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.21に強化PB2枚を追加
23 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板24 70×160 @455 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.22の表面をｽｷﾞ板15に変更
24 ｽｷﾞ板30+合板24 45×105 @303 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.21の根太を45×105に変更
25 ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板24 45×105 @303 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.24に強化PB2枚を追加
26 ｽｷﾞ板30+合板24 45×105 @455 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.24の根太ピッチを455に変更
27 ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板24 45×105 @455 合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.26に強化PB2枚を追加

28 ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板24
45×105 @455

GW24K50
合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.27にGWを追加

29 ｽｷﾞ板30+合板12+PB12.5×2+強化PB15×2+合板24
45×105 @455

GW24K50
合板15+合板12+ｽｷﾞ板30 － － No.28にさらにPB12.5を2枚追加

30 ｽｷﾞ板15+合板28 70×160 @910 合板28+ｽｷﾞ板30 － － 梁直上を合板28+ｽｷﾞ板30の構成に
31 ｽｷﾞ板15+合板28 70×160 @455 合板28+ｽｷﾞ板30 － － No.30の根太ピッチを455に変更
32 ｽｷﾞ板15+合板28 70×160 @455 合板28+PB12.5×2+ｽｷﾞ板30 － － No.31の根太下にPB2枚追加
33 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28 70×160 @455 合板28+PB12.5×2+ｽｷﾞ板30 － － No.32にさらに強化PB2枚追加
34 ｽｷﾞ板15+合板12+制振ﾏｯﾄ12+強化PB15×2+合板28 70×160 @455 合板28+PB12.5×2+ｽｷﾞ板30 － － No.33に制振ﾏｯﾄ12を追加
35 絨毯10+ｽｷﾞ板15+合板12+制振ﾏｯﾄ12+強化PB15×2+合板28 70×160 @455 合板28+PB12.5×2+ｽｷﾞ板30 － － No.34の表面に絨毯10を追加

36 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28
70×160 @455

GW24K50
合板28+PB12.5×2+ｽｷﾞ板30 － － No.33にGWを追加

37 ｽｷﾞ板15+合板28 45×105 @455 合板28+ｽｷﾞ板30 － － No.31の根太を45×105に変更
38 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28 45×105 @455 合板28+ｽｷﾞ板30 － － No.37に強化PBを2枚追加
39 絨毯10+ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28 45×105 @455 合板28+ｽｷﾞ板30 － － No.38の表面に絨毯10を追加
40 ｽｷﾞ板30+合板24 － － 〇 PB12.5×2+ｽｷﾞ板12 吊木受けと天井板の構成
41 ｽｷﾞ板30+合板24 － － 〇 PB12.5×2 No.40の天井からｽｷﾞ板を削減
42 ｽｷﾞ板30+合板24 － － 〇 PB12.5 No.41の天井からPB12.5を削減
43 ｽｷﾞ板30+合板24 － － 〇 PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.42の天井にｽｷﾞ板12を追加
44 ｽｷﾞ板30+合板24 － － 〇 ｽｷﾞ板12 No.43の天井からPB12.5を削減
45 ｽｷﾞ板30+合板24 － － 〇 － No.44から天井板を全て撤去
46 ｽｷﾞ板15+合板24 － － 〇 ｽｷﾞ板12 No.44の表面をｽｷﾞ板15に変更
47 ｽｷﾞ板15+合板28 － － 〇 ｽｷﾞ板12 No.46の下地を合板28に変更

48 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板24 － －
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12

天井裏にGW付きで梁上に
強化PB2枚を追加

49 絨毯10+ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板24 － －
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.48の表面に絨毯10を追加

50 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15+合板24 － －
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.48から強化PB1枚を削減

51 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板24 － － 〇 PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.48からGWを削減

52 ｽｷﾞ板15+合板28+強化PB15×2+合板28 － －
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.48の合板を28mmに変更

53 ｽｷﾞ板30+合板28+強化PB15×2+合板28 － －
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.52の表面をｽｷﾞ板30に変更

54 絨毯10+ｽｷﾞ板30+合板28+強化PB15×2+合板28 － －
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.53の表面に絨毯10を追加

55 ｽｷﾞ板30+合板28 45×45 @303 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 天井裏にGW付きで梁上を2層化

56 ｽｷﾞ板15+合板28 45×45 @303 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.55の表面をｽｷﾞ板15に変更

57 ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板28 45×45 @303 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.55に強化PB2枚追加

58 絨毯10+ｽｷﾞ板30+合板12+強化PB15×2+合板28 45×45 @303 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.57の表面に絨毯10を追加

59 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28 45×45 @303 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.57の表面をｽｷﾞ板15に変更

60 ｽｷﾞ板15+合板28 45×105 @455 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.56の根太を45×105に変更

61 ｽｷﾞ板30+合板28 45×105 @455 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.60の表面をｽｷﾞ板30に変更

62 ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28 45×105 @455 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.60に強化PB2枚追加

63 絨毯10+ｽｷﾞ板15+合板12+強化PB15×2+合板28 45×105 @455 合板28
〇

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.62の表面に絨毯10を追加

64 ｽｷﾞ板30+合板28 45×105 @455 合板28
×

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.61の吊木を梁に取り付け

65 ｽｷﾞ板30+合板24 － － × PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.43の吊木を梁に取り付け

66 ｽｷﾞ板30+合板24 － －
×

GW24K50
PB12.5+ｽｷﾞ板12 No.65の天井裏にGW追加

梁上の構成 天井

備考
試験体

No.
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２・６ 試作した床の仕様について 

試作した床の仕様リストを表 1 に示す．試験体の

床はいずれも平面図上で 2,000×2,000mmのサイズで

（図 3），表中に略称で表記した各材料の仕様は表 2

のとおりである．また，表 1 で「強化 PB15×2」の

ように記載されている場合は，強化石こうボードを

2 層に積層していることを示す．根太の欄で「70×
160 @455 GW24K50」と記載されている場合は，幅

70mm×高さ 160mm の断面のスギ根太を 455mm ピ

ッチで施工し，根太間に密度 24kg/m3・材厚 50mm の

グラスウールを施工していることを示す．吊り木受

けの欄の「○」は，床に加えられた振動が直接天井

に伝わることを防ぐために吊り木受けを設け，そこ

から吊り木を垂らし，野縁を介して天井を施工して

いることを示す（図 7）．一方，「×」は梁や小梁から

直接吊り木を垂らして天井を施工していることを示

す（図 6）． 
試作した床は全部で 66 体あるが，このうち試験

体 No.1（図 6）は重量床衝撃源に対し Lr-75～Lr-80
（目標 1），そして試験体 No.2（図 7）と No.3 は Lr-

65（目標 2）の性能を有することがわかっている既

知の床で，今回用いた音響測定室の特性を把握する

ために用意した．試験体 No.5～7 は同時期に平行し

て研究した「県産材を活用した建築床構面の開発」

において，それぞれ床倍率 5.7，4.8，5.6 を達成した

仕様で，床衝撃音遮断性能についても併せて検証す

るため用意した．試験体 No.8 は現し仕様とは直接関

係はないが，最近の木造建築で採用されることが多

くなった根太を省略した工法の例で２），厚板合板（材

厚 24mm の針葉樹構造用合板）で床を構成した際の

性能を検証するために用意した．試験体 No.4（図 8）
は最も簡素な現し仕様の床で，試験体 No.9 以降では

この基本構成（表面の床仕上げ材が県産の本実スギ 
表２  使用した材料の略称とその仕様 

 

 
図６  Lr-75～Lr-80（目標 1）を満たす既知の床 

 

図７  Lr-65（目標 2）を満たす既知の床 

 

図８  対策前の簡素な現し仕様の床 

 

図９  対策後の床の例 

表記名（略称） 材料の仕様

積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ12 ｳｯﾄﾞﾜﾝ ｺﾝﾋﾞｯﾄｴｺｳﾞｫﾙﾃ（818×303×12mm ）

弾性ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ15 大建工業 ﾊﾋﾟｱｵﾄﾕｶSF45ﾍﾞｰｼｯｸ（146×904×13.8mm）

ALC36 旭化成建材 ユカテック（36×606×1820mm）

合板9・12・15・24・28 針葉樹構造用合板（2000×1000×9・12・15・24・28mm）

ｽｷﾞ板15・30 那賀川すぎ共販 本実ｽｷﾞ板（2000×145・180×15・30mm）

強化PB15 吉野石膏 GB-F（V）（2000×1000×15mm）

PB12.5 吉野石膏 GB-R（2000×1000×12.5mm）

構造用MDF9 ｴﾇ･ｱﾝﾄﾞ･ｲｰ 構造用MDF（2000×1000×9mm）

Jﾊﾟﾈﾙ36 山城もくもく Jﾊﾟﾈﾙ（2000×1000×36mm）

絨毯10 ニトリ フロアマット キカGY（450×1200×10mm）

制振ﾏｯﾄ ﾌｸﾋﾞ化学工業 制振マット（455×910×12mm、30.4kg/m2）

GW24K50 旭ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽ MA24（50×430×1370mm、24kg/m3）

板）に対し，種々の材料追加や構造変更により対策

を試みた．また，これらは全て床の 4 辺に

105×240mm の断面の梁，そして中央に 120×150mm
の断面の小梁を設けた構成で共通の仕様とした．代

表的な例として，床構造を二層化した試験体 No.24
を図 9 に示す． 

 

２・７ 材料の固定方法について 

試験体 No.2 と No.3 については，フローリングの

裏面に緩衝層があり，本来は接着剤で施工すること

が想定されている．しかし，材料を再利用する都合

上，接着剤を使わず代わりに緩衝層の性能を阻害し

ないようにフローリングの上からガムテープで下地

材に固定した． 

表３  各試作床の床衝撃音レベルの測定結果および JIS A 1419-2:2000 の附属書 1と 3による評価結果 

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1kHz 2kHz 4kHz

附属書1
(接線法)

L'n,r,L

附属書3
（重みづけ法）

L'n,AW

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1kHz 2kHz 4kHz

附属書1
(接線法)

Li,Fmax,r,H (1)

附属書3
（重みづけ法）

Li,Fmax,AW,H (1)

1 75.3 81.4 80.2 78.7 72.9 66.5 57.3 80 73 105.2 89.8 81.1 74.1 69.4 67.5 61.0 80 76
2 65.3 66.9 56.8 47.1 36.7 24.9 19.4 55 48 89.0 78.2 67.9 61.5 53.7 43.4 34.3 65 62
3 64.3 68.7 60.7 48.5 38.6 24.5 19.0 55 51 90.7 79.4 69.4 60.4 56.0 49.0 43.2 70 64
4 78.4 91.1 94.9 97.3 96.2 91.5 81.7 等級外 95 107.5 95.0 95.8 93.3 89.0 85.3 81.3 等級外 88
5 78.3 88.4 90.9 92.7 88.4 80.7 71.4 等級外 88 105.9 93.1 89.8 83.9 79.8 76.5 70.7 等級外 81
6 78.5 89.3 91.0 91.7 86.5 78.1 67.3 等級外 86 106.5 93.8 90.2 83.3 80.0 75.4 68.7 等級外 81
7 76.1 90.9 98.1 100.5 99.5 92.4 79.2 等級外 97 110.0 96.1 97.0 91.9 85.7 82.0 77.1 等級外 88
8 76.2 95.3 97.8 97.4 91.8 85.3 77.7 等級外 92 109.9 97.7 96.2 88.6 84.1 82.1 80.6 等級外 86
9 71.3 77.2 83.4 88.0 82.3 68.4 50.6 等級外 82 96.2 81.8 77.3 74.6 71.0 61.1 55.0 75 71
10 71.4 79.4 83.0 85.9 77.5 64.6 49.9 等級外 79 97.2 83.3 78.0 75.0 71.0 62.8 56.9 75 72
11 72.4 81.2 83.7 85.4 78.9 67.3 51.4 等級外 79 99.8 86.0 81.3 76.7 74.1 67.2 58.5 75 74
12 77.7 87.3 88.8 86.8 81.7 72.8 61.8 等級外 82 103.3 92.7 87.7 83.1 77.3 71.4 62.5 等級外 80
13 73.7 85.9 89.6 90.1 85.5 76.6 62.4 等級外 85 103.4 90.8 87.9 83.0 75.3 67.1 59.1 等級外 80
14 77.5 85.8 87.3 83.0 78.1 70.3 59.2 等級外 79 103.2 92.2 87.3 81.4 75.8 69.2 61.3 80 79
15 74.0 84.8 89.0 88.7 83.0 74.8 59.8 等級外 83 103.0 90.3 87.8 81.2 73.7 66.3 59.1 80 79
16 72.1 77.3 85.3 83.1 75.0 62.7 47.3 等級外 77 97.8 82.0 82.9 75.4 68.6 64.7 58.5 75 74
17 73.8 79.1 86.6 83.7 74.2 60.0 46.7 等級外 78 98.2 83.5 83.7 76.3 69.6 65.5 60.0 80 74
18 76.4 77.2 84.0 81.1 73.8 60.4 45.3 80 76 97.5 83.1 79.9 76.6 69.9 62.3 56.0 75 73
19 70.6 77.4 84.4 84.3 78.0 65.5 46.5 等級外 78 96.4 82.6 83.8 76.3 67.8 61.3 54.0 80 74
20 70.1 73.2 76.2 68.0 53.2 36.0 25.9 70 65 96.1 82.6 83.0 75.3 66.7 61.4 54.0 75 73
21 74.4 81.6 82.5 80.0 72.6 60.8 45.5 80 75 95.8 85.3 78.1 69.7 61.4 52.6 46.4 75 70
22 70.9 80.0 79.6 76.3 67.3 54.2 38.9 75 71 91.4 81.3 74.4 65.6 56.1 49.3 43.5 70 66
23 73.9 81.6 80.9 77.0 65.2 51.9 38.2 75 71 91.9 80.9 74.8 65.6 58.0 51.2 45.0 70 66
24 72.8 82.7 86.0 81.5 75.5 64.0 50.0 80 77 95.5 83.9 81.4 70.7 62.7 54.3 46.9 75 71
25 71.1 82.1 82.8 77.1 70.7 58.3 42.6 75 73 92.6 80.3 79.2 68.1 59.8 52.3 45.4 75 68
26 71.5 82.8 82.9 81.1 74.4 64.1 50.3 80 76 96.2 86.2 80.5 70.7 62.7 55.5 50.3 75 71
27 70.0 81.3 79.0 77.0 69.4 57.5 41.3 75 71 93.2 83.8 77.8 69.1 60.4 54.5 49.6 70 69
28 68.8 82.1 77.5 75.1 67.1 55.2 40.0 75 69 91.3 85.2 76.5 66.6 57.6 53.0 49.9 70 68
29 69.2 81.6 77.1 74.8 67.2 54.6 38.4 75 69 89.0 82.3 76.2 68.0 58.6 52.9 49.8 70 67
30 74.6 80.9 85.2 81.5 73.4 60.0 48.9 80 76 97.6 88.2 81.4 73.3 65.9 59.0 54.8 75 73
31 77.5 80.7 87.7 84.7 77.0 62.7 50.7 等級外 79 93.0 80.6 79.8 71.2 67.2 60.0 53.1 75 69
32 74.9 79.0 81.6 77.9 70.0 55.6 44.5 80 73 92.8 83.6 75.4 66.8 61.3 53.7 48.3 70 68
33 70.3 78.4 76.5 73.5 63.2 48.9 37.2 75 67 90.8 81.5 70.3 61.7 56.4 50.1 45.6 70 65
34 70.5 78.0 74.2 69.7 59.6 46.9 33.4 70 65 88.3 80.1 67.9 59.4 53.0 47.8 44.3 65 63
35 70.6 74.2 65.2 51.3 33.5 22.3 17.8 60 56 88.0 80.6 68.7 60.2 53.1 46.9 44.4 70 63
36 72.7 77.4 76.2 74.1 63.4 48.7 36.9 75 68 90.3 80.2 70.7 61.7 56.4 49.5 44.5 65 64
37 75.5 83.1 85.5 83.6 75.5 61.8 49.1 等級外 78 96.1 87.2 82.0 71.8 66.4 59.1 52.3 75 72
38 73.6 81.1 82.2 78.6 68.1 56.3 42.0 80 73 92.1 84.0 78.5 68.5 63.2 56.6 50.2 70 69
39 73.8 76.1 72.7 58.5 40.5 29.1 23.4 65 60 92.2 84.2 79.4 67.6 60.5 53.1 49.3 75 69
40 69.4 71.6 76.2 74.7 71.9 61.3 45.2 75 70 91.3 81.2 74.6 65.6 60.5 54.0 44.5 70 66
41 66.9 72.9 76.7 74.8 72.8 62.5 48.9 75 71 91.7 83.2 75.4 67.9 63.0 55.9 48.5 70 68
42 73.1 76.6 79.2 78.0 75.3 65.8 55.2 80 74 94.8 87.1 79.6 70.0 66.1 59.1 54.0 75 71
43 70.3 72.7 76.7 75.8 72.5 62.2 46.7 75 71 92.6 84.4 76.3 67.9 62.8 55.7 47.6 70 68
44 75.6 79.4 81.4 81.7 78.7 68.7 54.6 80 77 96.5 88.8 82.2 73.9 68.9 61.9 53.3 75 73
45 79.7 85.7 89.9 92.4 90.5 83.4 73.1 等級外 88 101.2 88.1 85.1 80.4 78.9 75.2 69.9 80 77
46 72.6 82.6 83.3 82.0 75.7 66.3 55.3 80 77 97.4 90.4 84.1 76.9 71.4 65.5 57.0 80 75
47 73.0 83.5 84.0 83.2 76.3 67.5 56.4 等級外 77 97.0 90.2 84.0 76.2 71.2 66.4 58.2 80 75
48 63.7 75.6 75.4 67.7 59.7 42.1 29.5 70 64 87.6 85.4 76.7 66.9 61.3 52.0 45.0 70 68
49 66.5 70.7 65.5 46.6 35.8 21.3 16.7 60 54 87.6 85.2 76.2 66.8 61.5 52.0 45.1 70 68
50 64.6 75.6 75.6 68.2 60.5 43.2 30.2 70 64 89.9 85.3 76.3 67.4 62.0 52.6 46.0 70 68
51 64.6 76.3 76.8 70.4 62.9 48.5 32.4 70 66 90.2 86.1 77.8 68.3 63.6 54.3 46.3 75 69
52 66.8 75.3 75.9 72.0 64.0 43.8 28.8 70 67 87.7 82.6 74.2 64.3 60.3 50.6 44.3 70 65
53 66.3 72.6 73.6 68.4 63.5 45.5 29.8 70 65 86.6 82.1 72.9 64.0 59.5 50.0 44.2 70 64
54 67.0 68.8 64.5 49.1 36.7 22.8 19.0 60 53 86.3 81.7 72.5 63.7 58.6 49.5 44.1 70 64
55 67.0 73.1 75.4 71.6 65.9 47.0 30.6 70 67 88.6 81.4 73.2 64.5 59.2 49.5 43.7 70 65
56 67.8 75.8 77.8 72.2 64.8 44.3 31.4 70 68 90.2 82.3 73.7 64.4 59.7 49.8 44.1 70 66
57 63.3 70.5 72.6 66.2 59.8 40.5 26.1 65 62 83.6 80.0 72.5 63.6 59.0 49.9 44.0 65 64
58 65.7 67.6 64.7 48.3 35.9 24.0 20.6 60 52 83.9 79.8 72.5 63.6 59.2 50.0 44.8 65 63
59 64.6 73.5 75.4 67.3 59.2 37.8 27.9 70 64 85.4 80.7 72.8 64.5 59.2 50.6 45.3 70 64
60 68.0 74.3 77.5 69.9 63.2 43.4 30.0 70 66 88.7 80.3 72.7 62.6 58.6 47.6 42.3 65 64
61 66.4 72.0 74.1 68.9 64.5 45.6 29.6 70 65 87.4 79.5 72.0 62.0 57.2 47.5 41.9 65 63
62 64.3 71.7 74.6 64.8 55.4 37.3 26.5 70 62 85.2 80.6 73.5 63.2 57.4 49.0 43.2 70 64
63 66.5 67.7 65.5 46.0 32.6 21.4 18.0 60 53 85.3 80.4 73.5 63.4 57.2 49.0 43.4 65 64
64 72.4 70.9 72.2 72.0 68.6 49.4 30.7 70 67 95.8 80.7 70.7 63.6 58.4 48.0 42.7 75 67
65 71.6 71.9 74.2 77.3 75.5 62.6 48.2 80 73 98.2 86.2 77.9 69.9 66.5 58.8 53.5 75 71
66 69.9 71.0 72.4 71.7 69.1 54.9 37.0 70 67 98.0 84.8 75.1 67.7 65.3 56.2 51.1 75 70

試験体
No.

基準化床衝撃音レベル[dB]
（標準軽量衝撃源）

床衝撃音レベル[dB]
（標準重量衝撃源-衝撃力特性1）

中心周波数[Hz]
JIS A 1419-2：2000

による評価
中心周波数[Hz]

JIS A 1419-2：2000
による評価

－ 4－



２・６ 試作した床の仕様について 

試作した床の仕様リストを表 1 に示す．試験体の

床はいずれも平面図上で 2,000×2,000mmのサイズで

（図 3），表中に略称で表記した各材料の仕様は表 2

のとおりである．また，表 1 で「強化 PB15×2」の

ように記載されている場合は，強化石こうボードを

2 層に積層していることを示す．根太の欄で「70×
160 @455 GW24K50」と記載されている場合は，幅

70mm×高さ 160mm の断面のスギ根太を 455mm ピ

ッチで施工し，根太間に密度 24kg/m3・材厚 50mm の

グラスウールを施工していることを示す．吊り木受

けの欄の「○」は，床に加えられた振動が直接天井

に伝わることを防ぐために吊り木受けを設け，そこ

から吊り木を垂らし，野縁を介して天井を施工して

いることを示す（図 7）．一方，「×」は梁や小梁から

直接吊り木を垂らして天井を施工していることを示

す（図 6）． 
試作した床は全部で 66 体あるが，このうち試験

体 No.1（図 6）は重量床衝撃源に対し Lr-75～Lr-80
（目標 1），そして試験体 No.2（図 7）と No.3 は Lr-

65（目標 2）の性能を有することがわかっている既

知の床で，今回用いた音響測定室の特性を把握する

ために用意した．試験体 No.5～7 は同時期に平行し

て研究した「県産材を活用した建築床構面の開発」

において，それぞれ床倍率 5.7，4.8，5.6 を達成した

仕様で，床衝撃音遮断性能についても併せて検証す

るため用意した．試験体 No.8 は現し仕様とは直接関

係はないが，最近の木造建築で採用されることが多

くなった根太を省略した工法の例で２），厚板合板（材

厚 24mm の針葉樹構造用合板）で床を構成した際の

性能を検証するために用意した．試験体 No.4（図 8）
は最も簡素な現し仕様の床で，試験体 No.9 以降では

この基本構成（表面の床仕上げ材が県産の本実スギ 
表２  使用した材料の略称とその仕様 

 

 
図６  Lr-75～Lr-80（目標 1）を満たす既知の床 

 

図７  Lr-65（目標 2）を満たす既知の床 

 

図８  対策前の簡素な現し仕様の床 

 

図９  対策後の床の例 

表記名（略称） 材料の仕様

積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ12 ｳｯﾄﾞﾜﾝ ｺﾝﾋﾞｯﾄｴｺｳﾞｫﾙﾃ（818×303×12mm ）

弾性ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ15 大建工業 ﾊﾋﾟｱｵﾄﾕｶSF45ﾍﾞｰｼｯｸ（146×904×13.8mm）

ALC36 旭化成建材 ユカテック（36×606×1820mm）

合板9・12・15・24・28 針葉樹構造用合板（2000×1000×9・12・15・24・28mm）

ｽｷﾞ板15・30 那賀川すぎ共販 本実ｽｷﾞ板（2000×145・180×15・30mm）

強化PB15 吉野石膏 GB-F（V）（2000×1000×15mm）

PB12.5 吉野石膏 GB-R（2000×1000×12.5mm）

構造用MDF9 ｴﾇ･ｱﾝﾄﾞ･ｲｰ 構造用MDF（2000×1000×9mm）

Jﾊﾟﾈﾙ36 山城もくもく Jﾊﾟﾈﾙ（2000×1000×36mm）

絨毯10 ニトリ フロアマット キカGY（450×1200×10mm）

制振ﾏｯﾄ ﾌｸﾋﾞ化学工業 制振マット（455×910×12mm、30.4kg/m2）

GW24K50 旭ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽ MA24（50×430×1370mm、24kg/m3）

板）に対し，種々の材料追加や構造変更により対策

を試みた．また，これらは全て床の 4 辺に

105×240mm の断面の梁，そして中央に 120×150mm
の断面の小梁を設けた構成で共通の仕様とした．代

表的な例として，床構造を二層化した試験体 No.24
を図 9 に示す． 

 

２・７ 材料の固定方法について 

試験体 No.2 と No.3 については，フローリングの

裏面に緩衝層があり，本来は接着剤で施工すること

が想定されている．しかし，材料を再利用する都合

上，接着剤を使わず代わりに緩衝層の性能を阻害し

ないようにフローリングの上からガムテープで下地

材に固定した． 

表３  各試作床の床衝撃音レベルの測定結果および JIS A 1419-2:2000 の附属書 1と 3による評価結果 

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1kHz 2kHz 4kHz

附属書1
(接線法)

L'n,r,L

附属書3
（重みづけ法）

L'n,AW

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1kHz 2kHz 4kHz

附属書1
(接線法)

Li,Fmax,r,H (1)

附属書3
（重みづけ法）

Li,Fmax,AW,H (1)

1 75.3 81.4 80.2 78.7 72.9 66.5 57.3 80 73 105.2 89.8 81.1 74.1 69.4 67.5 61.0 80 76
2 65.3 66.9 56.8 47.1 36.7 24.9 19.4 55 48 89.0 78.2 67.9 61.5 53.7 43.4 34.3 65 62
3 64.3 68.7 60.7 48.5 38.6 24.5 19.0 55 51 90.7 79.4 69.4 60.4 56.0 49.0 43.2 70 64
4 78.4 91.1 94.9 97.3 96.2 91.5 81.7 等級外 95 107.5 95.0 95.8 93.3 89.0 85.3 81.3 等級外 88
5 78.3 88.4 90.9 92.7 88.4 80.7 71.4 等級外 88 105.9 93.1 89.8 83.9 79.8 76.5 70.7 等級外 81
6 78.5 89.3 91.0 91.7 86.5 78.1 67.3 等級外 86 106.5 93.8 90.2 83.3 80.0 75.4 68.7 等級外 81
7 76.1 90.9 98.1 100.5 99.5 92.4 79.2 等級外 97 110.0 96.1 97.0 91.9 85.7 82.0 77.1 等級外 88
8 76.2 95.3 97.8 97.4 91.8 85.3 77.7 等級外 92 109.9 97.7 96.2 88.6 84.1 82.1 80.6 等級外 86
9 71.3 77.2 83.4 88.0 82.3 68.4 50.6 等級外 82 96.2 81.8 77.3 74.6 71.0 61.1 55.0 75 71
10 71.4 79.4 83.0 85.9 77.5 64.6 49.9 等級外 79 97.2 83.3 78.0 75.0 71.0 62.8 56.9 75 72
11 72.4 81.2 83.7 85.4 78.9 67.3 51.4 等級外 79 99.8 86.0 81.3 76.7 74.1 67.2 58.5 75 74
12 77.7 87.3 88.8 86.8 81.7 72.8 61.8 等級外 82 103.3 92.7 87.7 83.1 77.3 71.4 62.5 等級外 80
13 73.7 85.9 89.6 90.1 85.5 76.6 62.4 等級外 85 103.4 90.8 87.9 83.0 75.3 67.1 59.1 等級外 80
14 77.5 85.8 87.3 83.0 78.1 70.3 59.2 等級外 79 103.2 92.2 87.3 81.4 75.8 69.2 61.3 80 79
15 74.0 84.8 89.0 88.7 83.0 74.8 59.8 等級外 83 103.0 90.3 87.8 81.2 73.7 66.3 59.1 80 79
16 72.1 77.3 85.3 83.1 75.0 62.7 47.3 等級外 77 97.8 82.0 82.9 75.4 68.6 64.7 58.5 75 74
17 73.8 79.1 86.6 83.7 74.2 60.0 46.7 等級外 78 98.2 83.5 83.7 76.3 69.6 65.5 60.0 80 74
18 76.4 77.2 84.0 81.1 73.8 60.4 45.3 80 76 97.5 83.1 79.9 76.6 69.9 62.3 56.0 75 73
19 70.6 77.4 84.4 84.3 78.0 65.5 46.5 等級外 78 96.4 82.6 83.8 76.3 67.8 61.3 54.0 80 74
20 70.1 73.2 76.2 68.0 53.2 36.0 25.9 70 65 96.1 82.6 83.0 75.3 66.7 61.4 54.0 75 73
21 74.4 81.6 82.5 80.0 72.6 60.8 45.5 80 75 95.8 85.3 78.1 69.7 61.4 52.6 46.4 75 70
22 70.9 80.0 79.6 76.3 67.3 54.2 38.9 75 71 91.4 81.3 74.4 65.6 56.1 49.3 43.5 70 66
23 73.9 81.6 80.9 77.0 65.2 51.9 38.2 75 71 91.9 80.9 74.8 65.6 58.0 51.2 45.0 70 66
24 72.8 82.7 86.0 81.5 75.5 64.0 50.0 80 77 95.5 83.9 81.4 70.7 62.7 54.3 46.9 75 71
25 71.1 82.1 82.8 77.1 70.7 58.3 42.6 75 73 92.6 80.3 79.2 68.1 59.8 52.3 45.4 75 68
26 71.5 82.8 82.9 81.1 74.4 64.1 50.3 80 76 96.2 86.2 80.5 70.7 62.7 55.5 50.3 75 71
27 70.0 81.3 79.0 77.0 69.4 57.5 41.3 75 71 93.2 83.8 77.8 69.1 60.4 54.5 49.6 70 69
28 68.8 82.1 77.5 75.1 67.1 55.2 40.0 75 69 91.3 85.2 76.5 66.6 57.6 53.0 49.9 70 68
29 69.2 81.6 77.1 74.8 67.2 54.6 38.4 75 69 89.0 82.3 76.2 68.0 58.6 52.9 49.8 70 67
30 74.6 80.9 85.2 81.5 73.4 60.0 48.9 80 76 97.6 88.2 81.4 73.3 65.9 59.0 54.8 75 73
31 77.5 80.7 87.7 84.7 77.0 62.7 50.7 等級外 79 93.0 80.6 79.8 71.2 67.2 60.0 53.1 75 69
32 74.9 79.0 81.6 77.9 70.0 55.6 44.5 80 73 92.8 83.6 75.4 66.8 61.3 53.7 48.3 70 68
33 70.3 78.4 76.5 73.5 63.2 48.9 37.2 75 67 90.8 81.5 70.3 61.7 56.4 50.1 45.6 70 65
34 70.5 78.0 74.2 69.7 59.6 46.9 33.4 70 65 88.3 80.1 67.9 59.4 53.0 47.8 44.3 65 63
35 70.6 74.2 65.2 51.3 33.5 22.3 17.8 60 56 88.0 80.6 68.7 60.2 53.1 46.9 44.4 70 63
36 72.7 77.4 76.2 74.1 63.4 48.7 36.9 75 68 90.3 80.2 70.7 61.7 56.4 49.5 44.5 65 64
37 75.5 83.1 85.5 83.6 75.5 61.8 49.1 等級外 78 96.1 87.2 82.0 71.8 66.4 59.1 52.3 75 72
38 73.6 81.1 82.2 78.6 68.1 56.3 42.0 80 73 92.1 84.0 78.5 68.5 63.2 56.6 50.2 70 69
39 73.8 76.1 72.7 58.5 40.5 29.1 23.4 65 60 92.2 84.2 79.4 67.6 60.5 53.1 49.3 75 69
40 69.4 71.6 76.2 74.7 71.9 61.3 45.2 75 70 91.3 81.2 74.6 65.6 60.5 54.0 44.5 70 66
41 66.9 72.9 76.7 74.8 72.8 62.5 48.9 75 71 91.7 83.2 75.4 67.9 63.0 55.9 48.5 70 68
42 73.1 76.6 79.2 78.0 75.3 65.8 55.2 80 74 94.8 87.1 79.6 70.0 66.1 59.1 54.0 75 71
43 70.3 72.7 76.7 75.8 72.5 62.2 46.7 75 71 92.6 84.4 76.3 67.9 62.8 55.7 47.6 70 68
44 75.6 79.4 81.4 81.7 78.7 68.7 54.6 80 77 96.5 88.8 82.2 73.9 68.9 61.9 53.3 75 73
45 79.7 85.7 89.9 92.4 90.5 83.4 73.1 等級外 88 101.2 88.1 85.1 80.4 78.9 75.2 69.9 80 77
46 72.6 82.6 83.3 82.0 75.7 66.3 55.3 80 77 97.4 90.4 84.1 76.9 71.4 65.5 57.0 80 75
47 73.0 83.5 84.0 83.2 76.3 67.5 56.4 等級外 77 97.0 90.2 84.0 76.2 71.2 66.4 58.2 80 75
48 63.7 75.6 75.4 67.7 59.7 42.1 29.5 70 64 87.6 85.4 76.7 66.9 61.3 52.0 45.0 70 68
49 66.5 70.7 65.5 46.6 35.8 21.3 16.7 60 54 87.6 85.2 76.2 66.8 61.5 52.0 45.1 70 68
50 64.6 75.6 75.6 68.2 60.5 43.2 30.2 70 64 89.9 85.3 76.3 67.4 62.0 52.6 46.0 70 68
51 64.6 76.3 76.8 70.4 62.9 48.5 32.4 70 66 90.2 86.1 77.8 68.3 63.6 54.3 46.3 75 69
52 66.8 75.3 75.9 72.0 64.0 43.8 28.8 70 67 87.7 82.6 74.2 64.3 60.3 50.6 44.3 70 65
53 66.3 72.6 73.6 68.4 63.5 45.5 29.8 70 65 86.6 82.1 72.9 64.0 59.5 50.0 44.2 70 64
54 67.0 68.8 64.5 49.1 36.7 22.8 19.0 60 53 86.3 81.7 72.5 63.7 58.6 49.5 44.1 70 64
55 67.0 73.1 75.4 71.6 65.9 47.0 30.6 70 67 88.6 81.4 73.2 64.5 59.2 49.5 43.7 70 65
56 67.8 75.8 77.8 72.2 64.8 44.3 31.4 70 68 90.2 82.3 73.7 64.4 59.7 49.8 44.1 70 66
57 63.3 70.5 72.6 66.2 59.8 40.5 26.1 65 62 83.6 80.0 72.5 63.6 59.0 49.9 44.0 65 64
58 65.7 67.6 64.7 48.3 35.9 24.0 20.6 60 52 83.9 79.8 72.5 63.6 59.2 50.0 44.8 65 63
59 64.6 73.5 75.4 67.3 59.2 37.8 27.9 70 64 85.4 80.7 72.8 64.5 59.2 50.6 45.3 70 64
60 68.0 74.3 77.5 69.9 63.2 43.4 30.0 70 66 88.7 80.3 72.7 62.6 58.6 47.6 42.3 65 64
61 66.4 72.0 74.1 68.9 64.5 45.6 29.6 70 65 87.4 79.5 72.0 62.0 57.2 47.5 41.9 65 63
62 64.3 71.7 74.6 64.8 55.4 37.3 26.5 70 62 85.2 80.6 73.5 63.2 57.4 49.0 43.2 70 64
63 66.5 67.7 65.5 46.0 32.6 21.4 18.0 60 53 85.3 80.4 73.5 63.4 57.2 49.0 43.4 65 64
64 72.4 70.9 72.2 72.0 68.6 49.4 30.7 70 67 95.8 80.7 70.7 63.6 58.4 48.0 42.7 75 67
65 71.6 71.9 74.2 77.3 75.5 62.6 48.2 80 73 98.2 86.2 77.9 69.9 66.5 58.8 53.5 75 71
66 69.9 71.0 72.4 71.7 69.1 54.9 37.0 70 67 98.0 84.8 75.1 67.7 65.3 56.2 51.1 75 70

試験体
No.

基準化床衝撃音レベル[dB]
（標準軽量衝撃源）

床衝撃音レベル[dB]
（標準重量衝撃源-衝撃力特性1）

中心周波数[Hz]
JIS A 1419-2：2000

による評価
中心周波数[Hz]

JIS A 1419-2：2000
による評価
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試験体 No.1 のフローリングや，本実スギ板を用い

た試験体については，本来は実部分から下地材に釘

打ちして固定すべきであるが，材料を再利用する都

合上，実（サネ）に近い部分の材料表面から約 300mm

ピッチで下層の材料に木ネジで固定した． 
合板などの板材は，周囲 4 辺を約 200mm ピッチ

で下層の材料に木ネジで固定した．また，直下に根

太がある場合は，約 300mm ピッチで根太に沿って

木ネジで固定した．石こうボードについては直接固

定せず，その上に積層した板材から下地材まで貫通

するように木ネジで固定した．以上の木ネジによる

固定では，いずれも 15mm 以上の保持長さを確保し

た． 
断面が 45×105mm や 70×160mm の根太について

は，1 本につき 3 箇所をコーチボルトで梁や小梁ま

で貫通させて固定し一体化を図った． 

なお，全ての試験体で接着剤は用いなかった． 
 

３ 結果および考察 

３・１ 測定結果の一覧 

軽量・重量の各衝撃源に対する床衝撃音レベルお

よび JIS A 1419-2:2000 の附属書 1 と 3 に従って評価

した結果を表 3 に示す．標準軽量衝撃源については

125Hz～2kHz，標準重量衝撃源については 63Hz～

500Hz が評価対象であるが，それ以外の周波数につ

いても参考値として求めた．また，附属書 1 では 5dB

間隔で等級付けされるが，等級線が Lr-80 までしか

無いため，それ以上のレベルを示した試験体につい

ては「等級外」とした． 
 

３・２ 目標の性能を有する既知の床の測定結果 

試験体 No.1（図 6）は，実際に木造住宅で施工さ

れた際に，標準重量衝撃源に対し Lr-75～Lr-80，試

験体 No.2（図 7）と No.3 は Lr-65 の性能が得られる

既知の床であるが，表 3 の結果のとおり，本研究で

使用した音響測定室による評価では，それぞれ Lr-

80，Lr-65，Lr-70 であった．性能が若干低めで安全

側に結果が出たことから，当該音響測定室による評

価で Lr-75（目標 1）および Lr-65（目標 2）が得られ

れば，住宅へ施工した際にほぼ同等の性能を発揮す

ることが期待できる．ただし，2･4 で前述したとお

り，決して性能を保障するものではないので注意を 

 

図 10  目標 1(Lr-75)を達成した一層構造の試験体 

 
図 11  目標 1(Lr-75)を達成した二層構造の試験体 

 
図 12  目標 2(Lr-65)を達成した現し仕様の試験体 

 

図 13  目標 2(Lr-65)を達成した天井有りの試験体 

要する． 
 

３・３ 目標を達成した仕様について 

試験体 No.1～No.3 を除く試験体 33 体の試作床の

うち，目標1および2の等級を達成した試験体数を，

それぞれ表 4 に示す． 

次に，これらの目標 1 を達成した床の中で，床構

造が一層の代表例として試験体 No.11，そして二層

の代表例として試験体 No.26 の断面図を，それぞれ

図 10 と図 11 に示す（いずれも現し仕様）．また，目

標 2 を達成した床の中で，現し仕様の代表例として

試験体 No.36，そして天井有りタイプの代表例とし

て試験体 No.60 の断面図をそれぞれ図 12 と図 13 に

示す． 

図 10 の試験体 No.11 では，合板と石こうボードを

積層することで質量が増加し性能が改善された．図

11 の試験体 No.26 では，45×105mm の根太を介し

て二層化することで大断面化し，曲げ剛性が高まっ

たことで性能が改善されたと思われた．図 12 の試

験体 No.36 では，さらに断面の大きな 70×160mm の

根太を使用するとともに，上下層それぞれに石こう

ボードを 2 層に積層して質量も大幅に増加したこと

で，目標 2 が達成された．図 13 の試験体 No.60 で

は，図 12 のような大幅な質量の増加は無いものの，

床の二層化と吊り木受けを介した天井の設置により

目標 2 を達成した． 

以上の中から，対策前の簡素な現し仕様の試験体

No.4 と，対策後の目標 1（Lr-75）を達成した試験体

No.26 および目標 2（Lr-65）を達成した試験体 No.36
の床衝撃音レベルを図 14 で比較した．また，試験体

No.4 を基準としたレベル改善量を表 5 にまとめた．

標準重量衝撃源に対して，附属書 3（重みづけ法）

の評価方法で，試験体 No.26 で 17dB，試験体 No.36
で 24dB 改善した． 

 
３・４ 対策項目別の改善量について 

2･5 で述べた各対策項目について個々の改善量を

検証するため，試験体 No.4 以降の 63 体の床の中か

対策前と対策後に該当する試験体を 2 体ずつ選別し，

軽量と重量の衝撃源別に表 3 の附属書 3（重みづけ

法）の評価値により 1dB 単位で改善量を求めた（表

6）．以下，対策項目別に個別に検証した． 

対策項目①の板材の追加による質量の増加では，

最高で 9～10dB の改善量が得られているが，それら

は対策前の性能が表 3 で等級外となっていた床で，

対策前の性能が高くなるにつれて，たとえ強化石こ

うボードの 2 層張りなどを追加しても，重量床衝撃

音の改善量は 1～3dB程度で限定的であった．一方，

そのような場合でも，軽量床衝撃音では 4～5dB の

一定の改善量が得られた． 

対策項目②の板材の追加位置による違いでは，根

太の下に板材を施工した条件では，軽量および重量

のいずれの衝撃源に対しても安定して 6～7dB の改

善が得られたが，根太の上に施工した条件では，軽

量床衝撃音で改善量にばらつきが生じた．これは， 
 

表４  重量床衝撃源に対し目標を達成した試験体数 

 
 

表５  目標を達成した床のレベル改善量 

 
 

 

図 14  簡素な現し仕様と対策後の床のレベル比較 

全試験体数
目標１(Lr-75)を
達成した試験体数

目標２(Lr-65)を
達成した試験体数

現し仕様 37 23 2

天井有り 26 19 5

合計 63 42 7

附属書1
(接線法)

L'n,r,L

附属書3
（重みづけ法）

L'n,AW

附属書1
(接線法)

Li,Fmax,r,H (1)

附属書3
（重みづけ法）

Li,Fmax,AW,H (1)

軽量
衝撃源

重量
衝撃源

No.04（簡素な現し仕様） 等級外 95 等級外 88 － －

No.26（目標1達成） 80 76 75 71 19 17

No.36（目標2達成） 75 68 65 64 27 24

JIS A 1419-2：2000 JIS A 1419-2：2000

軽量衝撃源 重量衝撃源 改善量
[dB]
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ピッチで下層の材料に木ネジで固定した． 
合板などの板材は，周囲 4 辺を約 200mm ピッチ

で下層の材料に木ネジで固定した．また，直下に根

太がある場合は，約 300mm ピッチで根太に沿って

木ネジで固定した．石こうボードについては直接固

定せず，その上に積層した板材から下地材まで貫通

するように木ネジで固定した．以上の木ネジによる

固定では，いずれも 15mm 以上の保持長さを確保し

た． 
断面が 45×105mm や 70×160mm の根太について
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で貫通させて固定し一体化を図った． 
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３・１ 測定結果の一覧 
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した結果を表 3 に示す．標準軽量衝撃源については

125Hz～2kHz，標準重量衝撃源については 63Hz～

500Hz が評価対象であるが，それ以外の周波数につ

いても参考値として求めた．また，附属書 1 では 5dB

間隔で等級付けされるが，等級線が Lr-80 までしか

無いため，それ以上のレベルを示した試験体につい
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80，Lr-65，Lr-70 であった．性能が若干低めで安全
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表５  目標を達成した床のレベル改善量 

 
 

 

図 14  簡素な現し仕様と対策後の床のレベル比較 

全試験体数
目標１(Lr-75)を
達成した試験体数

目標２(Lr-65)を
達成した試験体数

現し仕様 37 23 2

天井有り 26 19 5

合計 63 42 7

附属書1
(接線法)

L'n,r,L

附属書3
（重みづけ法）

L'n,AW

附属書1
(接線法)

Li,Fmax,r,H (1)

附属書3
（重みづけ法）

Li,Fmax,AW,H (1)

軽量
衝撃源

重量
衝撃源

No.04（簡素な現し仕様） 等級外 95 等級外 88 － －

No.26（目標1達成） 80 76 75 71 19 17

No.36（目標2達成） 75 68 65 64 27 24

JIS A 1419-2：2000 JIS A 1419-2：2000

軽量衝撃源 重量衝撃源 改善量
[dB]
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根太の上の床材が材厚 15mm の本実スギ板だった場

合，板材の追加によって衝撃緩衝性が損なわれたこ

とが原因と考えられた． 
対策項目③の床表面に用いるスギ板の材厚増加で

は，重量床衝撃音で 1～2dB 程度の僅かな改善が得

られたケースもあったが，軽量床衝撃音では逆に悪

化するケースもみられた．これも，対策項目②と同

様に，材厚の増加で曲げ剛性が向上する代わりに，

衝撃緩衝性が損なわれたことが原因と考えられた． 
対策項目④の床構造の二層化では，根太の高さが 

45mm の条件では重量床衝撃音で 3dB 程度の改善で

効果が限定的であるが，根太の高さが 105mm や

表６  各対策項目別の個々の事例における改善量 

軽量 重量 軽量 重量 軽量 重量

4 95 88 5 88 81 構造用MDF 7 7 対策前の床が簡素なため，重量と軽量いずれも改善量が大．
4 95 88 6 86 81 合板12 9 7 同上
6 86 81 9 82 71 スギ板30+合板24+強化PB15×2 4 10 大幅な質量増加により，特に重量で大幅に改善．
6 86 81 10 79 72 スギ板15+合板24+強化PB15×2 7 9 同上
6 86 81 11 79 74 スギ板15+合板12+強化PB15 7 7 同上
13 85 80 16 77 74 合板12+強化PB15×2+合板15 8 6 重量と軽量の両方で改善．
12 82 80 17 78 74 合板12+強化PB15×2+合板15 4 6 衝撃緩衝性が失われたため軽量の改善量は限定的．
12 82 80 18 76 73 根太下に：合板12+強化PB15×2+合板15 6 7 軽量でも重量でも一定の改善量が得られた．
13 85 80 19 78 74 根太下に：合板12+強化PB15×2+合板15 7 6 同上
21 75 70 22 71 66 根太上に：合板12+強化PB15×2 4 4 対策前の床剛性が高いため効果は限定的．
24 77 71 25 73 68 合板12+強化PB15×2 4 3 同上
26 76 71 27 71 69 合板12+強化PB15×2 5 2 同上
28 69 68 29 69 67 PB12.5×2 0 1 対策前の床剛性が高く，また質量も大きいためほぼ変化無し．

31 79 69 32 73 68 根太下に：PB12.5×2 6 1
対策前の床剛性が高いため重量の改善量は僅か．量は一定の
改善量が得られた．

32 73 68 33 67 65 合板12+強化PB15×2 6 3
対策前の床剛性が高いため重量の改善量は限定的であるが，
軽量は一定の改善量が得られた．

37 78 72 38 73 69 合板12+強化PB15×2 5 3 同上
46 77 75 47 77 75 合板24→合板28 0 0 変化無し．
43 71 68 51 66 69 スギ板30→スギ板15，合板12+強化PB15×2 5 -1 軽量は一定の改善．重量は僅かに悪化したが原因は不明．
50 64 68 48 64 68 強化PB15 0 0 対策前の床の質量が比較的大きいためか変化無し．
48 64 68 52 67 65 合板12→合板28，合板24→合板28 -3 3 剛性増加で重量は僅かに改善．軽量の悪化原因は不明．

55 67 65 57 62 64 合板12+強化PB15×2 5 1
対策前の床が二層で床剛性が高いからか重量の改善は僅か．
軽量では一定の改善が得られた．

60 66 64 62 62 64 合板12+強化PB15×2 4 0
対策前の床が二層で床剛性が高いからか重量は変化無し．軽
量では一定の改善が得られた．

12 82 80 17 78 74 根太上に：合板12+強化PB15×2+合板15 4 6 衝撃緩衝性が失われたため軽量の改善量は限定的．
13 85 80 16 77 74 根太上に：合板12+強化PB15×2+合板15 8 6 軽量でも重量でも大幅に改善した．
12 82 80 18 76 73 根太下に：合板12+強化PB15×2+合板15 6 7 軽量でも重量でも一定の改善量が得られた．
13 85 80 19 78 74 根太下に：合板12+強化PB15×2+合板15 7 6 同上

10 79 72 9 82 71 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 -3 1
床表面の剛性が増したため，重量は僅かに改善したが，軽量は
衝撃緩衝性が失われ悪化．

12 82 80 13 85 80 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 -3 0 床表面の剛性増加により，軽量で衝撃緩衝性が失われ悪化．
14 79 79 15 83 79 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 -4 0 同上
17 78 74 16 77 74 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 1 0 下地に石こうボードが2層あるため，効果はほぼ無し．
18 76 73 19 78 74 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 -2 -1 軽量は衝撃緩衝性が失われ悪化，重量での悪化は原因不明．
23 71 66 22 71 66 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 0 0 下地に石こうボードが2層あるため効果は無し．
46 77 75 44 77 73 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 0 2 対策前の床が簡素なため，剛性が増して重量で若干改善．
52 67 65 53 65 64 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 2 1 下地に石こうボードの2層などがあるため効果は限定的．

56 68 66 55 67 65 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 1 1
軽量も重量も僅かに改善．表面の衝撃緩衝性が失われても天井
板があるため軽量でも僅かに改善．

59 64 64 57 62 64 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 2 0
下地に石こうボードの2層などがあり対策前に一定の性能を有し
ていたため重量では変化なし．他の例でも見られるように，天井
板がある場合には，軽量で改善しやすい傾向がある．

60 66 64 61 65 63 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 1 1
軽量では衝撃緩衝が失われても天井板があるため僅かに改善．
床表面の剛性が増したため，重量でも僅かに改善．

6 86 81 12 82 80 スギ板15+根太45×45@303 4 1
根太が低く，根太上の板材がスギ板15のみであるため，剛性の
向上には繋がらず，効果があったのは軽量のみ

6 86 81 13 85 80 スギ板30+根太45×45@303 1 1
上記に比べ根太上のスギ板が厚くなったため，衝撃緩衝性が低
くなり，性能の改善に繋がらなかったと思われる．

6 86 81 21 75 70 ｽｷﾞ板30+合板24+根太70×160@455+合板15 11 11 板材の追加もあり，軽量と重量でいずれも大幅に改善．
6 86 81 24 77 71 ｽｷﾞ板30+合板24+根太45×105@303+合板15 9 10 同上
6 86 81 26 76 71 ｽｷﾞ板30+合板24+根太45×105@455+合板15 10 10 同上
6 86 81 30 76 73 ｽｷﾞ板15+合板28+根太70×160@910，合板24→合板28 10 8 同上
6 86 81 31 79 69 ｽｷﾞ板15+合板28+根太70×160@455，合板24→合板28 7 12 上記に比べ，根太ピッチが狭いため，重量の効果の方が高い．
6 86 81 37 78 72 ｽｷﾞ板15+合板28+根太45×105@455，合板24→合板28 8 9 同上
43 71 68 55 67 65 合板28+根太45×45@303（グラスウール24K50），合板24→合板28 4 3 根太の高さが低いため効果は限定的．

13 85 80 21 75 70 合板24+根太変更（45×45@303→70×160@455）+合板15 10 10 板材の追加もあり，軽量と重量でいずれも大幅に改善．
13 85 80 24 77 71 合板24+根太変更（45×45@303→45×105@303）+合板15 8 9 同上
37 78 72 31 79 69 根太変更45×105@455→70×160@455 -1 3 重量で改善したが，軽量では僅かに悪化．
56 68 66 60 66 64 根太変更45×45@303→45×105@455 2 2 対策前に一定の性能を有するため改善量はわずか．

26 76 71 24 77 71 根太ピッチを：@455→303 -1 0 重量は変化無し．軽量は僅かに悪化．
30 76 73 31 79 69 根太ピッチを：@910→455 -3 4 重量は改善したが軽量は悪化．

12 82 80 14 79 79 グラスウール24K50 3 1 重量より軽量の方が僅かに効果が高い．
13 85 80 15 83 79 グラスウール24K50 2 1 同上
27 71 69 28 69 68 グラスウール24K50 2 1 同上
33 67 65 36 68 64 グラスウール24K50 -1 1 軽量では若干悪化したが原因は不明．

45 88 77 44 77 73 ｽｷﾞ板12 11 4
重量でも効果が発揮されているが、軽量ではそれ以上．
附属書1（接線法）では「等級外」→LL-80．

45 88 77 42 74 71 PB12.5 14 6 同上．附属書1（接線法）では「等級外」→LL-80．
45 88 77 43 71 68 PB12.5+ｽｷﾞ板12 17 9 同上．附属書1（接線法）では「等級外」→LL-75．
45 88 77 41 71 68 PB12.5×2 17 9 同上．附属書1（接線法）では「等級外」→LL-75．
45 88 77 40 70 66 PB12.5×2+ｽｷﾞ板12 18 11 同上．附属書1（接線法）では「等級外」→LL-75．

64 67 67 61 65 63 梁から吊り木→吊り木受けから吊り木 2 4 軽量にも効果があるが，重量の効果の方が大きい．
65 73 71 43 71 68 梁から吊り木→吊り木受けから吊り木 2 3 同上

51 66 69 48 64 68 グラスウール24K50 2 1 対策前で既に一定の性能を有する場合は効果が小さい．
65 73 71 66 67 70 グラスウール24K50 6 1 簡素な床組みの場合，軽量の効果が高い．

19 78 74 20 65 73 絨毯10 13 1
重量では効果が無いが、軽量は大幅に改善．
附属書1（接線法）では「等級外」→LL-70．

34 65 63 35 56 63 絨毯10 9 0 同上．附属書1（接線法）ではLL70→LL-60．
38 73 69 39 60 69 絨毯10 13 0 同上．附属書1（接線法）ではLL80→LL-65．
53 65 64 54 53 64 絨毯10 12 0 同上．附属書1（接線法）ではLL80→LL-65．
57 62 64 58 52 63 絨毯10 10 1 同上．附属書1（接線法）ではLL65→LL-60．
62 62 64 63 53 64 絨毯10 9 0 同上．附属書1（接線法）ではLL70→LL-60．

⑩天井裏への
吸音材の挿入

⑨吊り木受けの
設置

⑪床表面への
絨毯の設置

変更前 変更後

対策項目

③床表面スギ板
の材厚の増加

④床構造の
二層化

⑤根太の高さの
増加

⑥根太ピッチを
狭くする

⑦根太間へ
吸音材の挿入

⑧天井板の
追加

①板材の追加
による質量の

増加

②板材の追加
位置による違い

追加材料および仕様変更

改善量
[dB] 備考（考察）試験体

No.

JIS A 1419-2
付属書3による

評価値
試験体

No.

JIS A 1419-2
付属書3による

評価値

160mm の条件では，板材の追加の効果も加味され，

軽量と重量のいずれの衝撃源についても 7～12dBの

大幅な改善が得られた． 
対策項目⑤の根太高さの増加では，対策前の床が

一定の曲げ剛性を有する条件や，天井有りの条件で

は重量床衝撃音で 2～3dB 程度の改善であったが，

前項と同様に対策前の根太高さが 45mm だった条件

では，105mm や 160mm に増加させることで軽量と

重量のいずれの衝撃源に対しても，8～10dB の大幅

な改善が得られた． 

対策項目⑥の根太ピッチを狭くする対策では，

455mm から 303mm への変更の場合，重量床衝撃音

で変化は無かったが，910mm から 455mm への変更

では 4dB 程度の改善が認められ，床の曲げ剛性の効

果が反映された．一方，軽量床衝撃音では 1～3dB 程

度ではあるが悪化した．これは，根太ピッチが狭く

なることで，床表面から床裏面への振動の伝達経路

が短くなり，減衰量が小さくなったことが原因と考

えられた． 
対策項目⑦の根太間への吸音材（グラスウール）

の挿入については，重量床衝撃音の改善量がいずれ

も 1dB で僅かな改善量であった．一方，軽量床衝撃

音では一部のケースを除いて 2～3dB の改善で，重

量床衝撃音に比べると効果が大きかった． 

対策項目⑧の天井板の追加では，対策前の床が一

層の簡素な床だったこともあり，重量床衝撃音で 4

～11dB 改善した．軽量床衝撃音ではさらに改善量が

大きく 11～18dB の大幅な改善が得られた． 

対策項目⑨の吊り木受けの設置では，軽量床衝撃

音より重量床衝撃音で僅かに効果が大きく，3～4dB

の改善が得られた． 
対策項目⑩の天井裏への吸音材（グラスウール）

の挿入では，床剛性への影響が無いことが理由と考

えられるが，重量床衝撃音ではほぼ効果が無く，軽

量床衝撃音では 2～6dB の改善が得られた． 
対策項目⑪の床表面への絨毯の設置では，重量床

衝撃音への影響はほとんど無く，軽量床衝撃音で 9
～13dB の大幅な改善が得られた．これにより附属書

1（接線法）による評価でも Lr-60 や Lr-65 に達して

おり，比較的容易な方法で軽量床衝撃音の改善が可

図 15  対策項目別の床衝撃音遮断性能の改善量一覧 
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根太の上の床材が材厚 15mm の本実スギ板だった場

合，板材の追加によって衝撃緩衝性が損なわれたこ

とが原因と考えられた． 
対策項目③の床表面に用いるスギ板の材厚増加で

は，重量床衝撃音で 1～2dB 程度の僅かな改善が得

られたケースもあったが，軽量床衝撃音では逆に悪

化するケースもみられた．これも，対策項目②と同

様に，材厚の増加で曲げ剛性が向上する代わりに，

衝撃緩衝性が損なわれたことが原因と考えられた． 
対策項目④の床構造の二層化では，根太の高さが 

45mm の条件では重量床衝撃音で 3dB 程度の改善で

効果が限定的であるが，根太の高さが 105mm や

表６  各対策項目別の個々の事例における改善量 

軽量 重量 軽量 重量 軽量 重量

4 95 88 5 88 81 構造用MDF 7 7 対策前の床が簡素なため，重量と軽量いずれも改善量が大．
4 95 88 6 86 81 合板12 9 7 同上
6 86 81 9 82 71 スギ板30+合板24+強化PB15×2 4 10 大幅な質量増加により，特に重量で大幅に改善．
6 86 81 10 79 72 スギ板15+合板24+強化PB15×2 7 9 同上
6 86 81 11 79 74 スギ板15+合板12+強化PB15 7 7 同上
13 85 80 16 77 74 合板12+強化PB15×2+合板15 8 6 重量と軽量の両方で改善．
12 82 80 17 78 74 合板12+強化PB15×2+合板15 4 6 衝撃緩衝性が失われたため軽量の改善量は限定的．
12 82 80 18 76 73 根太下に：合板12+強化PB15×2+合板15 6 7 軽量でも重量でも一定の改善量が得られた．
13 85 80 19 78 74 根太下に：合板12+強化PB15×2+合板15 7 6 同上
21 75 70 22 71 66 根太上に：合板12+強化PB15×2 4 4 対策前の床剛性が高いため効果は限定的．
24 77 71 25 73 68 合板12+強化PB15×2 4 3 同上
26 76 71 27 71 69 合板12+強化PB15×2 5 2 同上
28 69 68 29 69 67 PB12.5×2 0 1 対策前の床剛性が高く，また質量も大きいためほぼ変化無し．

31 79 69 32 73 68 根太下に：PB12.5×2 6 1
対策前の床剛性が高いため重量の改善量は僅か．量は一定の
改善量が得られた．

32 73 68 33 67 65 合板12+強化PB15×2 6 3
対策前の床剛性が高いため重量の改善量は限定的であるが，
軽量は一定の改善量が得られた．

37 78 72 38 73 69 合板12+強化PB15×2 5 3 同上
46 77 75 47 77 75 合板24→合板28 0 0 変化無し．
43 71 68 51 66 69 スギ板30→スギ板15，合板12+強化PB15×2 5 -1 軽量は一定の改善．重量は僅かに悪化したが原因は不明．
50 64 68 48 64 68 強化PB15 0 0 対策前の床の質量が比較的大きいためか変化無し．
48 64 68 52 67 65 合板12→合板28，合板24→合板28 -3 3 剛性増加で重量は僅かに改善．軽量の悪化原因は不明．

55 67 65 57 62 64 合板12+強化PB15×2 5 1
対策前の床が二層で床剛性が高いからか重量の改善は僅か．
軽量では一定の改善が得られた．

60 66 64 62 62 64 合板12+強化PB15×2 4 0
対策前の床が二層で床剛性が高いからか重量は変化無し．軽
量では一定の改善が得られた．

12 82 80 17 78 74 根太上に：合板12+強化PB15×2+合板15 4 6 衝撃緩衝性が失われたため軽量の改善量は限定的．
13 85 80 16 77 74 根太上に：合板12+強化PB15×2+合板15 8 6 軽量でも重量でも大幅に改善した．
12 82 80 18 76 73 根太下に：合板12+強化PB15×2+合板15 6 7 軽量でも重量でも一定の改善量が得られた．
13 85 80 19 78 74 根太下に：合板12+強化PB15×2+合板15 7 6 同上

10 79 72 9 82 71 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 -3 1
床表面の剛性が増したため，重量は僅かに改善したが，軽量は
衝撃緩衝性が失われ悪化．

12 82 80 13 85 80 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 -3 0 床表面の剛性増加により，軽量で衝撃緩衝性が失われ悪化．
14 79 79 15 83 79 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 -4 0 同上
17 78 74 16 77 74 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 1 0 下地に石こうボードが2層あるため，効果はほぼ無し．
18 76 73 19 78 74 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 -2 -1 軽量は衝撃緩衝性が失われ悪化，重量での悪化は原因不明．
23 71 66 22 71 66 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 0 0 下地に石こうボードが2層あるため効果は無し．
46 77 75 44 77 73 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 0 2 対策前の床が簡素なため，剛性が増して重量で若干改善．
52 67 65 53 65 64 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 2 1 下地に石こうボードの2層などがあるため効果は限定的．

56 68 66 55 67 65 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 1 1
軽量も重量も僅かに改善．表面の衝撃緩衝性が失われても天井
板があるため軽量でも僅かに改善．

59 64 64 57 62 64 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 2 0
下地に石こうボードの2層などがあり対策前に一定の性能を有し
ていたため重量では変化なし．他の例でも見られるように，天井
板がある場合には，軽量で改善しやすい傾向がある．

60 66 64 61 65 63 表面の床材を：スギ板15→スギ板30 1 1
軽量では衝撃緩衝が失われても天井板があるため僅かに改善．
床表面の剛性が増したため，重量でも僅かに改善．

6 86 81 12 82 80 スギ板15+根太45×45@303 4 1
根太が低く，根太上の板材がスギ板15のみであるため，剛性の
向上には繋がらず，効果があったのは軽量のみ

6 86 81 13 85 80 スギ板30+根太45×45@303 1 1
上記に比べ根太上のスギ板が厚くなったため，衝撃緩衝性が低
くなり，性能の改善に繋がらなかったと思われる．

6 86 81 21 75 70 ｽｷﾞ板30+合板24+根太70×160@455+合板15 11 11 板材の追加もあり，軽量と重量でいずれも大幅に改善．
6 86 81 24 77 71 ｽｷﾞ板30+合板24+根太45×105@303+合板15 9 10 同上
6 86 81 26 76 71 ｽｷﾞ板30+合板24+根太45×105@455+合板15 10 10 同上
6 86 81 30 76 73 ｽｷﾞ板15+合板28+根太70×160@910，合板24→合板28 10 8 同上
6 86 81 31 79 69 ｽｷﾞ板15+合板28+根太70×160@455，合板24→合板28 7 12 上記に比べ，根太ピッチが狭いため，重量の効果の方が高い．
6 86 81 37 78 72 ｽｷﾞ板15+合板28+根太45×105@455，合板24→合板28 8 9 同上
43 71 68 55 67 65 合板28+根太45×45@303（グラスウール24K50），合板24→合板28 4 3 根太の高さが低いため効果は限定的．

13 85 80 21 75 70 合板24+根太変更（45×45@303→70×160@455）+合板15 10 10 板材の追加もあり，軽量と重量でいずれも大幅に改善．
13 85 80 24 77 71 合板24+根太変更（45×45@303→45×105@303）+合板15 8 9 同上
37 78 72 31 79 69 根太変更45×105@455→70×160@455 -1 3 重量で改善したが，軽量では僅かに悪化．
56 68 66 60 66 64 根太変更45×45@303→45×105@455 2 2 対策前に一定の性能を有するため改善量はわずか．

26 76 71 24 77 71 根太ピッチを：@455→303 -1 0 重量は変化無し．軽量は僅かに悪化．
30 76 73 31 79 69 根太ピッチを：@910→455 -3 4 重量は改善したが軽量は悪化．

12 82 80 14 79 79 グラスウール24K50 3 1 重量より軽量の方が僅かに効果が高い．
13 85 80 15 83 79 グラスウール24K50 2 1 同上
27 71 69 28 69 68 グラスウール24K50 2 1 同上
33 67 65 36 68 64 グラスウール24K50 -1 1 軽量では若干悪化したが原因は不明．

45 88 77 44 77 73 ｽｷﾞ板12 11 4
重量でも効果が発揮されているが、軽量ではそれ以上．
附属書1（接線法）では「等級外」→LL-80．

45 88 77 42 74 71 PB12.5 14 6 同上．附属書1（接線法）では「等級外」→LL-80．
45 88 77 43 71 68 PB12.5+ｽｷﾞ板12 17 9 同上．附属書1（接線法）では「等級外」→LL-75．
45 88 77 41 71 68 PB12.5×2 17 9 同上．附属書1（接線法）では「等級外」→LL-75．
45 88 77 40 70 66 PB12.5×2+ｽｷﾞ板12 18 11 同上．附属書1（接線法）では「等級外」→LL-75．

64 67 67 61 65 63 梁から吊り木→吊り木受けから吊り木 2 4 軽量にも効果があるが，重量の効果の方が大きい．
65 73 71 43 71 68 梁から吊り木→吊り木受けから吊り木 2 3 同上

51 66 69 48 64 68 グラスウール24K50 2 1 対策前で既に一定の性能を有する場合は効果が小さい．
65 73 71 66 67 70 グラスウール24K50 6 1 簡素な床組みの場合，軽量の効果が高い．

19 78 74 20 65 73 絨毯10 13 1
重量では効果が無いが、軽量は大幅に改善．
附属書1（接線法）では「等級外」→LL-70．

34 65 63 35 56 63 絨毯10 9 0 同上．附属書1（接線法）ではLL70→LL-60．
38 73 69 39 60 69 絨毯10 13 0 同上．附属書1（接線法）ではLL80→LL-65．
53 65 64 54 53 64 絨毯10 12 0 同上．附属書1（接線法）ではLL80→LL-65．
57 62 64 58 52 63 絨毯10 10 1 同上．附属書1（接線法）ではLL65→LL-60．
62 62 64 63 53 64 絨毯10 9 0 同上．附属書1（接線法）ではLL70→LL-60．

⑩天井裏への
吸音材の挿入

⑨吊り木受けの
設置

⑪床表面への
絨毯の設置

変更前 変更後

対策項目

③床表面スギ板
の材厚の増加

④床構造の
二層化

⑤根太の高さの
増加

⑥根太ピッチを
狭くする

⑦根太間へ
吸音材の挿入

⑧天井板の
追加

①板材の追加
による質量の

増加

②板材の追加
位置による違い

追加材料および仕様変更

改善量
[dB] 備考（考察）試験体

No.

JIS A 1419-2
付属書3による

評価値
試験体

No.

JIS A 1419-2
付属書3による

評価値

160mm の条件では，板材の追加の効果も加味され，

軽量と重量のいずれの衝撃源についても 7～12dBの

大幅な改善が得られた． 
対策項目⑤の根太高さの増加では，対策前の床が

一定の曲げ剛性を有する条件や，天井有りの条件で

は重量床衝撃音で 2～3dB 程度の改善であったが，

前項と同様に対策前の根太高さが 45mm だった条件

では，105mm や 160mm に増加させることで軽量と

重量のいずれの衝撃源に対しても，8～10dB の大幅

な改善が得られた． 

対策項目⑥の根太ピッチを狭くする対策では，

455mm から 303mm への変更の場合，重量床衝撃音

で変化は無かったが，910mm から 455mm への変更

では 4dB 程度の改善が認められ，床の曲げ剛性の効

果が反映された．一方，軽量床衝撃音では 1～3dB 程

度ではあるが悪化した．これは，根太ピッチが狭く

なることで，床表面から床裏面への振動の伝達経路

が短くなり，減衰量が小さくなったことが原因と考

えられた． 
対策項目⑦の根太間への吸音材（グラスウール）

の挿入については，重量床衝撃音の改善量がいずれ

も 1dB で僅かな改善量であった．一方，軽量床衝撃

音では一部のケースを除いて 2～3dB の改善で，重

量床衝撃音に比べると効果が大きかった． 

対策項目⑧の天井板の追加では，対策前の床が一

層の簡素な床だったこともあり，重量床衝撃音で 4

～11dB 改善した．軽量床衝撃音ではさらに改善量が

大きく 11～18dB の大幅な改善が得られた． 

対策項目⑨の吊り木受けの設置では，軽量床衝撃

音より重量床衝撃音で僅かに効果が大きく，3～4dB

の改善が得られた． 
対策項目⑩の天井裏への吸音材（グラスウール）

の挿入では，床剛性への影響が無いことが理由と考

えられるが，重量床衝撃音ではほぼ効果が無く，軽

量床衝撃音では 2～6dB の改善が得られた． 
対策項目⑪の床表面への絨毯の設置では，重量床

衝撃音への影響はほとんど無く，軽量床衝撃音で 9
～13dB の大幅な改善が得られた．これにより附属書

1（接線法）による評価でも Lr-60 や Lr-65 に達して

おり，比較的容易な方法で軽量床衝撃音の改善が可

図 15  対策項目別の床衝撃音遮断性能の改善量一覧 
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能であることが改めて確認された． 
次に，対策項目間の改善量を俯瞰して比較するた

め，表 6 の各事例別の改善量の結果を対策項目別に

まとめてプロットした結果を図 15 に示す． 

項目①～⑦の現し仕様を維持した条件における対

策の範囲では，①の板材の追加による質量の増加，

④の床構造の二層化，そして⑤の根太高さの増加な

ど，一般的に知られている重量床衝撃音の対策が効

果的であることが改めて確認された．ただし，特に

①と④は対策前の床の質量や剛性が一定レベルに達

していた場合，たとえ同じ仕様変更を実施しても効

果が限定的であった．一方，③の床表面の本実スギ

板の材厚増加や⑦の根太間への吸音材を挿入は，相

対的に改善量が小さかった． 

項目⑧～⑩の天井板を追加した対策の範囲では，

⑧の天井板そのものの追加による改善量が相対的に

大きく，特に軽量床衝撃音では 10dB 以上の大幅な

改善が得られた．一方，⑨の吊り木受けの設置は重

量床衝撃音で一定の改善が認められるものの，⑩の

吸音材の挿入はほとんど効果を示さなかった． 

 
４ まとめ 

「現し」仕様の戸建て木造住宅で，主に標準重量

衝撃源を対象として床衝撃音遮断性能を改善する方

法を検討した． 
様々な対策を講じた床を試作し，床衝撃音レベル

の測定および等級評価を実施することで，Lr-75 およ

び Lr-65 の性能を得るための床構造の仕様を見極め

ることができた．ただし，一般的に床衝撃音レベル

は，床構造だけでなく柱や壁などその他の下階の部

位の影響も受ける．そのため，評価に用いた JIS A 

1419-2:2000 も，個々の建築物で現場測定した結果に

よる評価の規格であり，本研究で実施したような，

測定室における床構造のみによる評価を対象として

いない．従って，本研究で得られた等級の床を住宅

に施工した際に同じ性能を示すことを保障するもの

ではない． 

また，対策項目別の改善量の比較では，目標とす

る等級の達成とは別に，効果的な対策を検討するう

えで，種々の参考となる知見が得られた．ただし，

特に対策項目間の相対的な比較については，本研究

で試作した床の仕様に依存する結果であり，一般的

な傾向とは異なる部分もあるかもしれないので，そ

の点留意する必要がある． 
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 抄 録  

県産材を利用した住宅で天井および火打ちのないスギ厚板現し 2 階床の需要がある．床上面をスギ合板

12mm，床下面をスギ厚板 30mm とした床構面を試作し，面内せん断試験を行った．釘には N90 またはビス

90mm を使用した各 3 体とし，それぞればらつき係数を求め，短期基準せん断力から床倍率を求めた．低減

係数 α を 0.8 と仮定した場合の床倍率は釘仕様が 4.4，ビス仕様が 4.8 であり，構造用合板 24mm 四方打ち

（CN75@150）の許容相当床倍率 4.0 以上の性能が得られた． 
 

１ はじめに 
県産材を多く使用した住宅では，天井および火打

ちのないスギ厚板現し 2 階床の需要があるが，住宅

性能表示制度などでは床においても壁と同様に耐震

性能が必要な場合がある．そこで，県産材の利用拡

大の観点から，徳島県内で生産されているスギ合板，

MDF，スギ三層ボード，スギ厚板を用いた床構面（6
種各 1体）を試作し，予備的に床倍率を求めた．そ

の後，面材スギ厚板を現しとして，スギ合板等の面

材を釘留めして床構面（2 種各 3 体）を試作し，今

後の設計の基礎資料とすることを目的に強度性能評

価を行った． 

 
２ 試験方法 

２・１ 試験体 
試験体（スギ合板 12mm+スギ厚板 30mm）を図 1

に示した． 
スギ枠材（外枠幅 120mm，梁せい 150mm，）に対

し，スギ厚板(厚さ 30mm×幅 180mm)10 枚を床梁と

の交点で 1 本仮釘打留めし，さらにその上から，ス

ギ合板 12mm または強化 MDF9mm を厚板の幅方向

には 1 枚につき 2 本，長さ方向には 100mm ピッチ

で釘打ちした（図 1）．両者の釘の位置は同じである．

また，スギ三層ボード 36mm のみを 100mm ピッチ

で釘打ちしたものについても試作した．釘はそれぞ

れの仕様について N75 および N90 の釘を使用した．

試験体数は各 1 体の 6 種類とした． 
また，スギ合板を用いた仕様について，さらに接

合具を釘N90とビス 90mm（パネリード P6×90Ⅱ+）

としたものについて 2 種類，繰り返し数 3 として試

験体を作成した．釘，ビスの位置は図 1 と同じであ

る． 

 

図１ 試験体例 

 
 * 生活科学担当 

報  文 

－ 10 －


